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た『デカルトの哲学原理』において、物質と延長とは別のものではなく（cf. PPC2P2, G. I, 187）、すべての
延長は、少なくとも思考によって分割されうる（cf. PPC2Ax9, G. I, 184）。そして思考によって分割されう
ると理解されるものは、少なくとも可能的には（saltem in potentia）、分割可能である（cf. PPC2Def7, G. 
I, 181）。したがって、物質はすべて思考によって分割されうるのだから、可能的には分割可能である。つま
りどのような物質であれ、可分性を有する。アトムの定義と物質の可分性が相反することは明らかであり、






























































まることになる、言いかえれば、リンパや乳糜の粒子の運動の割合が保たれる（cf. Ep32, G. IV, 172）。この
場合、血液は全体として捉えられている。加えて、外部に何かが存在し、血液の内部に何らかの仕方で影響































































スピノザのテクストはゲプハルト版全集（G）を用い、略記号は Studia Spinozana の Citation 
Conventions に従う。 
デカルトのテクストはアダン・タヌリ版全集（AT）を用いる。 
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